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平成３０年近畿大学土木会役員会 議事録 
 

 野田土木会会長より、ご挨拶の後に役員数９０名に対して、出席者２３名・委任状３６名の合計

５９名であり、過半数以上であることから当役員会が成立する旨の報告がなされる。 

 

１．活動報告（平成２９年１０月～平成３０年９月）野田会長より 

  ・平成２９年１０月１４日  役員会・キャリア支援講演・交流会開催 

             （交流会出席者：会員４６名 先生６名 ＯＢの先生２名 学生３０名） 

  ・平成３０年 １月   ４年生への土木会入会案内（卒業予定者７０名に対し入会５５名） 

(院卒者２名含む） 

               ３年生への土木会入会案内 (対象者８４名に対し入会５８名) 

  ・平成３０年 ３月１７日  卒業式にて野田土木会会長より卒業生への祝辞 

  ・平成３０年 ５月１６日  三役会開催 

  ・平成３０年 ６月     平成３０年度名簿発行に伴う記載事項調査票配布開始 

               卒業生約６千９百名のうち連絡がとれるのが４千から５千名で、 

               現在約７百名から返事が届いている               

  ・平成３０年 ８月 ３日  ＪＲ東海道支線地下化 駅部トンネル新設他工事 

                ＜施工：大鉄工業・清水建設Ｊ.Ｖ.＞にて現場見学会開催 

               （大阪駅北側ヤードの開削工事） 

  ・平成３０年 ８月    平成３０年度名簿発行に伴う記載事項調査票配布終了 

 

２．会計報告 
柳原土木会会計より平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日迄の会計について報告。 

  ・土木会積立金 定額貯金   ２，８００，０００円 

  ・収入の部 

入会金 １３２，０００円 

交流会会費 ２６９，０００円 

八嶋奨学金（交流会補助）       ０円 

利息 １４円 

小  計 ４０１，０１４円 

前年度繰越金 ８４７，４２０円 

合  計 １，２４８，４３４円 
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  ・支出の部 

三役会議費 ６６５円 

交流会会費 ２４０，０００円 

幹事会費     １，２００円 

アルバイト代金 ２６,５００円 

消耗品 ２，９８０円 

郵送費 ７，２００円 

合  計 ２７８，５４５円 

収入－支出 ９６９，８８９円 

 

  平成３０年５月１６日の役員会にて平成２９年度の会計報告が承認される。 

 

  柳原土木会会計より、前年度は黒字であったが、今年度は名簿発行調査に伴う郵送代金がかかる

ため、赤字になると思われるとの中間報告がなされる。 

 

野田土木会会長より、ここまでが平成２９年度の活動及び会計報告となり、出席者に意見を求め

るが発言がなく、出席者の拍手をもって承認された。 

 

３．今後の土木会の活動について（野田土木会会長より） 

  １）学生を対象とした現場見学会を開催。 

企業アピールになる事も含め、見学出来る施工現場があれば随時募集中。 

 

  ２）平成３０年度（平成３１年）に名簿を発行すべく、調査票を配布中完了し現在整理中。 

        前回の名簿発行においては、寄付金が無ければ赤字決算となっていたため、今回も寄付金を募

集している。  

     又、名簿の修正等の入力作業をアルバイトにお願いする。 

    なお、土木会の名簿に関しては、ゼミの同窓会等のために名簿が必要な場合、土木会に、使用

目的及び責任者名等を明記の上、申請してもらえれば、個人情報の厳守等を前提に必要な事項

を配布いたします。 

（例：現在、中野ゼミの同窓会である中野会において久武先生のゼミと共同で同窓会を計画中で

、その案内送付の連絡先に土木会名簿を使用させてもらうことを検討中。） 

 

４．その他 

１）土木会通信について、東山土木会副会長より報告。 
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    土木会が発行する土木会通信に掲載する話題の提供のお願い。 

          （例）支部便り，新技術，個人的な話題 等 

 

   ・７月にホームページを更新しており、栁下文夫先生退職と近況報告、麓准教授の在外研究スウ

ェーデン・ルンド大学での研究生活についての報告、平成３０年６月１６日に２回目の中野会

開催の報告、土木会活動報告を掲載している。 

年２回の更新しているので、皆様の情報提供をお願いする。 

  

２）役員会終了後、隣の教室でキャリア支援を開催するので、参加される方は移動してもらい、交

流会まで待機される方は、松塚土木会副会長が学内の案内も兼ねて休憩場所に案内する旨を伝

え、野田土木会会長より、その他意見がないかとの問に、役員より名簿作成にあたり、多くの

卒業生の賛同を得てより良い名簿となる事を希望するとの意見に対し、野田土木会会長より土

木会名簿はＪＡＢＥＥ認定にも活用されており、各年代や各ゼミの同窓会等の交流にも必要で

あることから、色々な意見はある中で、これからも卒業生にご協力をお願いし、名簿作成をし

ていく旨の発言があり、拍手をもって閉会となる。 

 


